















取ったところ，看護学専攻から 3 年生 3 人（内， 1 人は助
産師課程選択者）， 4 年生 3 人，理学療法学専攻 4 年生か
ら 1 人の希望があり，オプション 1 ）で具体的な計画を
進めることとした．2012年度の国際看護学実習Ⅱとして，
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活動報告
1　長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健学専攻





















































































　　　　2013年 3 月14 ～ 20日
　 2 ．実習プログラム（表 3 ）






















































日程 研修施設・場所 研修内容 現地引率者
 3 月14日（木） 移動（長崎⇒福岡国際空港⇒ソウル⇒アムステルダム）










 3 月16日（土） 午前 自由行動
午後 移動（アムステルダム⇒ジュネーブ）
 3 月17日（日） 自由行動




 3 月19日（火） 午前 国連ヨーロッパ本部 施設内ガイドによる見学
午後 移動（ジュネーブ⇒アムステルダム⇒ソウル⇒長崎へ）
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